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1. 国内基盤拡充のための政策パッケージ
2. グローバルアライアンスとグローバルスタンダードの戦略的形成
3. 上流資源の確保
4. 次世代技術開発
5. 国内市場創出
6. 人材育成・確保の強化
7. 国内の環境整備強化

１．国内基盤拡充のための政策パッケージ
（JEMA様との連携によるセル・システム一体での競争力の強化検討 等）

２．グローバルアライアンスとグローバルスタンダードの戦略的形成
１）産業用LIBのCFPの計算方法規格化／IEC63369 進捗状況等
２）中国のリチウムイオン電池規格化のリスク
３）NITEと連携し、電池安全面・機能面に関する評価の実証

７．国内の環境整備強化（消防法 規制緩和）

本日の報告内容

蓄電池戦略の7つの方向性



・ 定置用蓄電池は 日本の電力市場で重要インフラになる為、又火災等への安全確保
やシステムの経済安全保障上の課題へ対応の為 日本製LIB導入が望ましい

・ その為には 関係団体(JEMA/NITE)と協議し 導入に向けプランを検討

JEMA様と連携するも、日本製LIBの競争力強化検討については、競争法（個社のJEMA様と連携するも、日本製LIBの競争力強化検討については、競争法（個社の
選択）および 海外製LIBとの価格差が大きく 採用が進まず

活動
内容

・BAJとしては日本製LIB採用を訴求するも、
海外製LIBとの価格差が大きく 採用増に至っていない

・更に安全性を高め､エネルギー安全保障上から純国産率を上げるべく継続検討

① JEMA様との連携:個別MTG および WGへ参画

➁ 資源エネルギー庁様との連携:「2024年度定置用蓄電システム普及拡大検討会」へ参画

24年度23年度22年度

個別MTG

WG参画

24年度

検討会参画
5月 7月 8月 11月

※ BAJプレゼン実施

7月 10月 2月

・JEMA様 電力系統用蓄電システムWGへ参画（計14回）
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進捗
状況
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・⾧寿命に優れる日本製LIBのCFP値が優位になる様、推進

・SC21A(日本ではBAJが担当)配下WGで日本がリーダとなり、規格化を前進

FY 2026FY 2025FY 2024FY 2023FY 2022プロジェクト/会議

民生用LIB 安全

産業用LIB 性能

産業用LIB 安全

非駆動LIB 性能

環 境 規 格

ｶｰﾎﾞﾝ排出量 LIB

産 業 用 リ ユ ー ス

【ステップ】NP:新提案、CD:委員会原案、CDV:投票用委員会原案、FDIS:最終国際規格案、IS:国際規格

IEC 62133-2 CDV FDIS

IEC 63369-1

IEC 62620

IEC 63338

新規新規

CD

FDIS

IS

IS

CDV FDIS IS

IEC 62619

IEC 63118-1

IEC 63218

FDIS IS

CD

CDV

CDV

CDV

IEC 63369-2 CDV

12V系 スターター用

改訂改訂

改訂改訂

改訂改訂

改訂改訂

日本がプロジェクトリーダの規格【SC21A/LIB プロジェクト】

・産業用LIBカーボン排出量計算（IEC 63369-1）は FY25に国際規格化を予定
・BAJは 産業用LIB安全（改訂IEC62619）・性能等についても 国際標準化を推進

・日本のLIBの特性を活かす為に 安全/性能が高いLIB国際基準作りを推進
活動
内容
進捗
状況

【投票27票内訳】 欧州:16、米国:１、中国:１、韓国:１、日本:１、他:７

IS



・中国は 中国独自規格の世界標準化を目論み リチウムイオン電池に対してIEC取組強化
・BAJとしては 経済産業省様と連携し、 「適正化・無害化に向けた対応」を進めます

【中国 標準化技術体系】
工業情報化部(MIIT）は、同体系の2023年版に対する意見募集実施（23年12月6日）

<規格構成分野>
① 基本的な一般基準
➁ 材料および部品の規格
③ 製造および試験の基準
④ 電池の製品規格
⑤ リサイクル基準
⑥ グリーンおよび低炭素基準

6分野での
規格開発中

（総数542件）

IEC・ISOへの
国際提案を
強化方針

日本の国際競争力を守
る牽制手段として規格化
の主導権維持が必要

二次電池第2部会
国際規格委員会

■ 国際規格として日本が
不利益を被らないため
適正化・無害化が必須

■ 必要に応じて中国メーカ
によるデファクト化を阻止

エネルギー密度
価格 ＜ 安全

 安全最優先の日本スタンスを
妥協せず明確に反映させる+

4



5・第1ステップ評価結果は 国内火災案件との類似を懸念問題点

【NITE/BAJ共同取組】安全性を強みとする日本製LIB優位性を検証(熱暴走抑制)

第1ステップ:類焼性能試験（7月）

第2ステップ:低温充電試験（9月開始～12月完了予定）
＜要求事項＞
・電池メーカでの保証温度内の０℃下で繰り返し

充放電を実施し、内部短絡の起因と成り得る
金属リチウム析出度合いを確認

＜ 予 定 ＞
・年内に実験完了し、解体評価を実施

＜要求事項＞ ※日本製
・セルの一つが熱暴走しても

周囲に燃え広がらない構造
＜ 結 果 ＞ ※海外製
・全セル連鎖熱暴走・発煙を確認
・爆発限界に達していないか、

ガス量測定の追試験を検討中

活動
内容
進捗
状況

NITEと連携し 海外製電池の安全性評価を実施



事故概要（経済産業省 電力安全課）「蓄電池設備における爆発・火災事故及びその対応について」より抜粋

海外製蓄電池の懸念:１セル発火で全セル類焼(推測)⇒ 高い安全性の日本製を優先すべき

NITE-BAJ
類焼試験で
も類似性を

危惧

202520242023202220212020201920182017201620152014201320122011

SBA

単電池・
電池シス

テム

JIS

IEC

IECESS用

上記は2017.2稼動産業用リチウム二次電池 規格化取組 IEC62619(安全性) 
2017.2発行

★SBA S 1101(安全性） ☆廃止

★JIS C8715-1(性能）:2012 ★JIS C8715-1:2018
★JIS C8715-2(安全性):2012                         ★JIS C8715-2:2019

★IEC62620(性能):2014 ★改訂開始
★IEC62619(安全性):2017 ★IEC62619-2:2022

現在

★IEC63056(安全性):2020 ★
改訂開始

日本製LIBは
規格とシステム
一体化で安全
を担保
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★JIS C8715
-2:2024



⑴ 火災予防条例 : 蓄電池の大容量化対応の為、単位と閾値を見直し
⑵ LIB危険物規制 : 市場拡大／フレキシブル生産・在庫対応の為、条件を見直し

消防庁と連携し、現在の蓄電池に沿した安全基準値の合理化・適正化を推進中

⑴ 4,800Ah・セルから電力量へ単位見直し および 閾値改正
・Ah・セル⇒ kWhへ単位改正 ・JIS/IEC準拠で20kWh以下は消防署へ届出不要

LIB
Ni-
MH
等

火
災
予
防
条
例

⑵ セル製造～組立工場まで蓄電池を扱う全工程を対象に、充電率による規制緩和

LIB

危
険
物
規
制

After 電力量電力量電圧Ah・セルBefore

各々20kWh
(JIS/IECの3つの措置※

準拠の場合)

5.76kWh1.2V

4,800Ah・セル

アルカリ蓄電池

9.6kWh2V鉛蓄電池

17.76kWh3.7VLIB

Before:一定量以上のLIBを貯蔵 または取扱う場合､空地を設ける事や泡消火設備を設置
After :充電率一定以下の場合､スプリンクラ/延焼拡大防止の遮へい板等で対応可
(検討中) 市場拡大・変動に対し、大幅コスト負担無く対応可

セル
製造

セル
充放電

電池セル
製造メーカ

運搬
④

②③
①各組立作業 ②充放電作業 ③セル製造作業 ④貯蔵倉庫 の各部分毎の危険性に応じた基準を定める

届
出
条
件
緩
和

大
容
量
化

バッテリー組立

バッテリー
製造メーカ

④
運搬

④ システム・自動車
組立

システム・車載
製造メーカ

④

① ①

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
生
産
対
応

防
火
設
備
等
削
減

活動
内容
進捗
状況
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※過充電防止、外部短絡防止、内部短絡防止または内部延焼防止

設
置
リ
ー
ド
タ
イ
ム
削
減

コ
ス
ト
削
減

＝

＝


